
こんにちは　皆野町議会です！

み～な

表紙シリーズ みなの 新 観光スポット
「天空のポピー」
天空のポピーとして公開。
数年前よりポピー祭りも開催されて
います。
周辺道路の整備も進み、来訪者も
年々増えています。
ことしも５月17日～６月１日
の土・日に、ポピー祭りが開催
されます。

平成26年３月定例会
2014 年 ５ 月 1 日 発 行

第９号
埼玉県皆野町議会

3月定例会　新年度予算可決
「議会はここに注目！」
 定住促進事業がスタート

P.2

P.5町に聞きました

 ６名の議員が一般質問
P.8

議会構成が変わりました

議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。
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少子化及び人口減少を抑制し、定住人口の増加を図るこ
とを目的にした住宅取得を奨励する「定住促進事業」が
新年度からスタートしました。

一般
会計
歳
入

歳
出

平
成
26
年
度
予
算
を
可
決
　
平
成
26
年
第
１
回
、皆
野
町
議
会
定
例
会
は
３
月
11
日
〜
14
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
町
長
提
出
議
案
11
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。（
審
議
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
６
名
が
行
い
、秩
父
地
方
に
お
い
て
観
測
史
上
最

深
98
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
た「
２
月
の
大
雪
」に
対
す
る
対
応
な
ど「
安
全・

安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」に
向
け
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

41
億
１
０
１
０
万
円

　

 （
前
年
度
比
１
・
６
％
の
減
）

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

３
月
定
例
会
　新
年
度
予
算
可
決  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

「
定
住
促
進
事
業
」が
ス
タ
ー
ト

対象者…「子育て世帯」「新婚世帯」「転入者」で、平成
　　　　26年４月１日以降に新築住宅または中古住宅を
　　　　取得すること（新築住宅は完成日を基準日とする）。
奨励補助金…補助金は、新築・中古住宅や
　　　　加算条件等により25万円～
　　　　130万円程度の範囲。

平成26年度　予算額

41億1010万円
対前年度比
　6520万円の減

後期高齢者医療 会特別計介 護 保 険 会特別計

国民健康保険 会特別計
13億700万円

49億7300万円 41億2160万円

対前年度比
　3500万円の増

対前年度比
　2450万円の減

対前年度比
　　 同　額

一 般 会 計
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み～な

新年度予算に関する主な質疑（抜粋）

 平成26年　第１回（３月）定例会

歳
入

町
税
（
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
）

所
得
の
低
迷
、
土
地
価
格
の
下
落
が
続
い
て
い

る
が
、
ほ
ぼ
前
年
度
当
初
並
み
を
見
込
み

10
億
７
０
５
２
万
円

地
方
交
付
税
（
国
か
ら
の
交
付
金
）

前
年
度
当
初
よ
り
１
６
０
０
万
円
の
減
額
を
見

込
み　
　
　
　
　
　
　
　

14
億
２
９
０
０
万
円

基
金
繰
入
金
（
積
立
基
金
か
ら
の
繰
入
金
）

建
設
事
業
等
の
財
源
確
保
の
た
め

２
億
８
２
５
０
万
円

町
債
（
町
が
借
り
る
お
金
）

消
防
債
・土
木
債
や
臨
時
財
政
対
策
債
＊
を
含
み

２
億
７
８
９
０
万
円

歳
出　
﹇
主
な
事
業
﹈ 

・
役
場
庁
舎
改
修
工
事
費　
　
　

２
２
１
４
万
円

・
子
育
て
世
帯
等
住
宅
取
得
奨
励
事
業５

０
０
万
円

・
Ｅ
Ｖ
車
充
電
設
備
設
置
事
業　
　

５
０
０
万
円

・
道
路
新
設
改
良
事
業　
　

１
億
８
６
６
６
万
円

・
下
田
野
橋
整
備
事
業
（
今
年
度
分
）

９
２
５
６
万
円

・
消
防
団
詰
所
・
消
防
車
輌
整
備
事
業

６
０
１
８
万
円

・
防
災
行
政
無
線
増
設
整
備
事
業

１
９
４
４
万
円

・
ス
ポ
ー
ツ
公
園
人
工
芝
張
替
工
事
費

１
１
３
４
万
円

一
般
会
計
予
算
の
特
徴
は

＊臨
りんじざいせいたいさくさい
時財政対策債とは何

なん
ですか

歳
さいにゅう
入のうち、国

くに
から交

こうふ
付されるのが地

ちほうこうふぜい
方交付税ですが、この財

ざいげん
源を補

おぎな
うために国

くに
の許

きょか
可を得

え
て自

じ ち た い
治体に借

しゃっきん
金させ

るのが「臨
りんじざいせいたいさくさい
時財政対策債」です。返

へんさい
済は後

こうねんど
年度の地

ちほうこうふぜい
方交付税で全

ぜんがく
額措

そ ち
置されることになっています。

質
疑 

太
陽
光
発
電 （
国
神
学

童
保
育
所
・
中
学
校
）
に
よ
る

電
力
売
払
収
入
約
39
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
町
の

施
設
を
利
用
し
た
「
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
活
用
に
よ
る
発
電
の

推
進
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

考
え
で
す
か
。

答
弁 

町
施
設
に
お
け
る
太
陽

光
発
電
に
つ
い
て
、
屋
根
の
構

造
等
で
可
能
な
施
設
に
は
、
国・

県
の
助
成
事
業
等
を
勘
案
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
疑 

小
規
模
水
道
組
合
の
水 

 

源
の
維
持
・
管
理 

に
関
連
し
、

２
月
の
大
雪
で
約
２
週
間
「
断

水
」
に
な
っ
た
水
道
組
合
が
あ

り
「
上
水
道
整
備
」
の
要
望
が

一
段
と
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
給

水
区
域
拡
張
の
考
え
は
。

答
弁 「
飲
み
慣
れ
た
水
を
飲

み
続
け
た
い
」
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
何
と
し
て
も
と
い
う
要

望
が
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
地

域
の
方
々
と
よ
く
相
談
し
、
検

討
は
し
て
い
き
た
い
。

質
疑 

高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク 

 

シ
ー
利
用
助
成
金 

約
１
７
５

万
円
の
計
上
が
あ
り
ま
す
。
平

成
25
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

制
度
で
あ
り
、
そ
の
当
初
予
算

６
６
０
万
円
に
比
べ
大
幅
な
減

額
で
す
が
、
利
用
率
の
向
上
や

対
象
条
件
を
緩
和
す
る
な
ど
の

検
討
を
行
っ
た
の
で
す
か
。

答
弁 

平
成
25
年
度
は
、
利
用

者
を
最
大
で
見
積
も
っ
た
予
算

計
上
で
し
た
。
家
族
構
成
等
か

ら
利
用
者
が
意
外
と
少
な
か
っ

た
の
で
、
平
成
26
年
度
は
実
績

に
基
づ
い
た
予
算
計
上
と
な
り

ま
し
た
。
旧
町
内
等
で
の
交
通

弱
者
も
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
制
度
を
見
直
す
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

質
疑 

土
京
渓
谷
の
整
備 

に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
予
算
で
す

か
。
ま
た
、
全
体
的
な
整
備
方

針
は
。

答
弁 

植
栽
等
の
委
託
料
75
万

円
を
計
上
し
て
お
り
、
枯
れ
木

の
撤
去
、
も
み
じ
・
楓
の
植
栽

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
遊
歩
道

に
な
り
得
る
道
も
出
て
き
ま
し

た
の
で
、
危
険
が
な
い
よ
う
整

備
を
進
め
た
い
。
大
風
呂
敷
を

広
げ
な
い
で
着
々
と
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
疑 

下
田
野
橋
の
工
事 

見
通

し
、
ま
た
、
そ
の
先
の
町
道
下

田
野
１
号
線
の
改
良
計
画
は
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

平
成
26
年
度
は
、
橋
の

上
部
工
と
舗
装
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
改
良
工
事
に
つ
い

て
は
、
下
田
野
橋
の
前
後
を
一

つ
の
工
区
と
し
て
考
え
て
お

り
、
そ
の
後
の
検
討
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

質
疑 

第
５
分
団
詰
所
建
設 

と

消
防
車
輌
更
新
が
予
算
化
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
詰
所
の
建
設
予

定
地
、
及
び
ど
の
よ
う
な
消
防

車
輌
の
購
入
を
考
え
て
い
ま
す

か
。

答
弁 

建
設
予
定
地
は
旧
三
沢

村
役
場
跡
地
。
消
防
車
輌
は
、

水
槽
車
一
台
と
普
通
積
載
車
一

台
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質
疑 

防
災
行
政
無
線
子
局
増 

 

設
工
事
費 

が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
来
な
ら
こ
の
事
業
は

平
成
25
年
度
で
完
了
し
て
い
る

は
ず
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の



第
９
号
（
平
成
26
年
３
月
定
例
会
）

 平成 26年　第１回（３月）定例会

4

平成26年３月定例会で審議された議案 審議結果

平成 25 年度皆野町一般会計補正予算（第４号） 原 案 可 決

　　　　〃　　　  国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決

　　　　〃　　　  介護保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決

　　　　〃　　　  後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

平成 26 年度皆野町一般会計予算 原 案 可 決

　　　　〃　　　  国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決

　　　　〃　　　  介護保険特別会計予算 原 案 可 決

　　　　〃　　　  後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決

皆野町消防団条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

町道路線の変更について 原 案 可 決

埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について 原 案 可 決

介護保険要支援者への保険給付を継続するよう国に意見書の提出を求める請願書 委員会付託

特定秘密保護法の撤廃を求める意見書 原 案 否 決

容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律の制定を求め
る意見書

原 案 可 決

町

長

提

出

議

案

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

３
月
定
例
会　
新
年
度
予
算
可
決  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

　皆野町議会は我が国の一日も早い持続可能な社会への
転換を図るため、政府及び国に対し、
・容器包装の拡大生産者を強化し、リサイクルの社会コ
ストを低減するため、分別収集、選別保管費用につい
て製品価格への内部化を進めること。

・レジ袋使用量を大幅に削減するため、有料化などの法
制化について検討を進めること。

・２Ｒの環境教育を強化し、リユース
を普及するため、学校牛乳のビン化
が促進されるようにさまざまな環境
を整備すること。
など、容器包装リサイクル法を改正し、
発生抑制と再使用を促進するための法
律を定めることを強く求める意見書を
提出しました。

容器包装リサイクル法を改正し、
発生抑制と再使用を促進するた
めの法律の制定を求める意見書
を提出

あ
た
り
に
子
局
の
増
設
を
予
定
し
て
い
ま

す
か
。

答
弁 
子
局
は
67
局
設
置
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
「
聞
き
取
り
づ
ら
い
地
域
」
が
出

て
お
り
、
５
局
（
上
大
浜
・
原
・
下
原
・
親
鼻
・

金
崎
）
の
増
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

既
設
の
子
局
へ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
増
設
等
も

予
算
に
入
っ
て
い
ま
す
。

質
疑 

温
水
プ
ー
ル
費 

は
前
年
度
当
初
に

比
べ
て
も
約
２
７
３
万
円
の
増
で
、
総
額

３
２
６
９
万
円
の
歳
出
予
算
で
す
。
今
後

の
維
持
・
運
営
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考

え
で
す
か
。

答
弁 

経
費
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
燃

料
代
・
電
気
代
の
高
騰
が
大
き
く
影
響
し
て

い
ま
す
。
健
康
維
持
や
リ
ハ
ビ
リ
も
兼
ね
て

多
く
の
町
民
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
医
療
費

等
の
圧
縮
に
貢
献
し
て
い
る
施
設
と
捉
え
て

い
ま
す
。
な
お
当
面
は
直
営
で
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２Ｒ

Ｒ
リ デ ュ ー ス

ｅｄｕｃｅ…廃棄物の発生抑制、Ｒ
リ ユ ー ス

ｅｕｓｅ…ものを繰り返し使うこと

　

請
願
・
発
議
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町に聞きました「 一 般 質 問 」

想
定
外
と
さ
れ
る
大
雪
の
被

害
は
、
皆
野
町
に
お
い
て
も

甚
大
で
あ
り
ま
し
た
。
十
分
検
証
し
、

今
後
へ
の
備
え
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

町
の
除
雪
体
制
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
。

道
路
の
除
雪
を
最
優
先
し
、

早
期
の
通
行
確
保
に
努
め
ま

し
た
。
町
で
は
町
内
の
建
設
業
者
９

社
と
除
雪
業
務
委
託
契
約
を
結
び
、

幹
線
道
路
や
救
急
皆
野
病
院
前
の
道

路
を
優
先
し
、
順
次
除
雪
を
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
今
の
除
雪
体
制
を
基

本
に
し
て
、
早
期
除
雪
の
た
め
知
恵

を
絞
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
要
望
】
町
と
除
雪
業
者
間
の
除
雪
要

請
・
除
雪
報
告
等
を
重
点
と
し
た
、

さ
ら
な
る
系
統
的
な
「
除
雪
体
制
の

構
築
」
を
期
す
こ
と
が
大
切
で
あ
り

ま
す
。

安
否
確
認
や
雪
害
情
報
の
把

握
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

あ
っ
た
か
。

各
地
区
の
区
長
さ
ん
や
民
生

委
員
さ
ん
、
町
民
の
方
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
を
い
た
だ
き
、
情

報
収
集
を
い
た
し
ま
し
た
。
町
に
お

い
て
も
現
地
に
出
向
き
、
ま
た
電
話

に
て
状
況
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

【
要
望
】
町
内
各
地
区
の
区
長
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
モ
ニ
タ
ー
を
配
置

し
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
活
用
を
考
え
た
「
情

報
収
集
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
を
な
す

こ
と
が
、
今
後
の
備
え
で
あ
り
ま
す
。

区
長
会
と
行
政
と
の
関
わ
り
強

化
に
つ
い
て

特
別
行
政
職
と
す
る
区
長
さ

ん
に
、
さ
ら
な
る
行
政
事
務

を
お
願
い
す
る
仕
組
み
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。さ

ら
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
協
力
関
係
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

大お
お
の
よ
し
あ
き

野
喜
明 

議
員
が
問
う

大
雪
に
よ
る
除
雪
対
策
と

　
　
　

情
報
の
収
集
に
つ
い
て

２
月
14
・
15
日
の
未
曾
有
の

豪
雪
災
害
に
当
た
り
、
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
た
か
。
ま
た
、

２
億
４
０
０
０
万
円
強
か
け
て
設
置

さ
れ
た
新
し
い
防
災
行
政
無
線
は
、

強
力
に
機
能
し
た
の
か
。

当
町
に
は
、
お
お
む
ね
10
セ

ン
チ
以
上
の
積
雪
に
よ
り
、

契
約
業
者
と
の
間
で
あ
ら
か
じ
め
決

め
て
あ
る
場
所
を
除
雪
す
る
体
制
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
救
急
病
院
で

あ
る
皆
野
病
院
前
町
道
・
金
崎
ヘ
リ

ポ
ー
ト
へ
通
じ
る
町
道
を
最
優
先
に
、

こ
の
体
制
の
も
と
、
順
次
除
雪
い
た

し
ま
し
た
。
幹
線
道
路
に
続
き
、
生

活
道
路
、

町
施
設
の

順
で
除
雪

を
行
い
ま

し
た
。
ま

た
、
２
月

17
日
８
時

30
分
に
災

害
対
策
本

部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
大
豪
雪
や
そ
れ
に
よ

る
日
野
沢
地
区
内
で
の
４
日
間
に
及

ぶ
停
電
の
中
に
あ
っ
て
も
、
新
防
災

行
政
無
線
は
補
助
電
源
に
て
強
力
に

活
躍
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢

者
や
一
人
暮
ら
し
の
方
の
安
否
確
認

で
は
、
民
生
委
員
の
方
々
に
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
新
防
災
行
政
無
線
に
お

い
て
は
、町
内
の
各
所
で
「
聞

こ
え
に
く
く
な
っ
た
」
と
の
声
が
聞

こ
え
る
が
。

新
年
度
予
算
に
費
用
を
計
上

し
て
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

大
雪
被
害
に
よ
る
住
宅
被
害

助
成
金
の
要
件
で
は
、
町
に

よ
る
他
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
介
護
的

な
住
宅
改
修
資
金
の
助
成
と
は
干
渉

し
な
い
と
考
え
た
い
が
。

そ
の
方
向
で
考
え
ま
す
。

小こ
す
ぎ
し
ゅ
う
い
ち

杉
修
一 

議
員
が
問
う

豪
雪
災
害
の
対
応
と
対
策
に
つ
い
て

一
いっぱんしつもん
般質問とは

個
こ こ
々の議

ぎいん
員が、行

ぎょうせいぜんぱん
政全般にわたり、事

じぎょう
業の進

すす
み具

ぐあい
合や将

しょうらい
来の施

しさく
策について、自

じぶん
分の政

せいさくていげん
策提言も含

ふく

めて町
まち
執
しっこうがわ
行側に考

かんが
えを聞

き
くものです。本

ほんかいぎ
会議で一

いっぱんしつもん
般質問をしたい議

ぎいん
員は「これについて聞

き
きます」

ということを記
しる
した「一

いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」をあらかじめ提

ていしゅつ
出しておきます。
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新あ

ら

い

や

す

お

井
康
夫 

議
員
が
問
う

大
雪
に
対
す
る
町
の
課
題

豪
雪
対
策
に
つ
い
て

常つ
ね
や
ま
と
も
こ

山
知
子 

議
員
が
問
う

町
民
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い

て
、
多
く
の
町
民
か
ら
「
除

雪
の
状
況
、
道
路
の
開
通
状
況
な
ど

の
情
報
が
ほ
と
ん
ど
な
く
不
便
を
感

じ
た
」
と
聞
き
ま
し
た
。
今
後
、
防

災
無
線
・
防
災
メ
ー
ル
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
、
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

り
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

道
路
の
除
雪
等
の
情
報
に
つ

い
て
は
、
状
況
把
握
や
除
雪

後
の
通
行
可
否
の
判
断
に
難
し
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
町
民
が

何
を
知
り
た
い
か
、
可
能
な
限
り
検

討
し
、
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

被
害
状
況
と
支
援
対
策
に
つ

い
て
、
農
業
被
害
状
況
は
。

３
月
10
日
現
在
で
ビ
ニ
ー
ル

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
64
棟
、
軽
量

鉄
骨
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
６
棟
、
ガ
ラ
ス

ハ
ウ
ス
１
棟
、
ぶ
ど
う
棚
３
件
で
、

被
害
額
４
４
７
万
円
（
農
業
施
設
）、

１
０
３
万
円
（
生
し
い
た
け
）
で
す
。

町
の
支
援
策
は
。

大
雪
に
よ
る
住
宅
被
害
助
成

金
、
融
資
利
子
金
額
の
補
助
、

農
業
用
施
設
被
害
見
舞
金
の
支
給
、

ま
た
、
国
の
補
助
に
あ
わ
せ
た
県
・

町
の
補
助
で
農
業
生
産
の
復
旧
と
継

続
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。（
農

業
者
は
10
分
の
１
の
負
担
）

倒
木
対
策
に
つ
い
て
、
日
野

沢
地
域
の
除
雪
が
遅
れ
、
停

電
が
起
き
た
原
因
は
道
路
わ
き
の
倒

木
で
す
。
今
後
、
倒
木
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
・
停

電
を
防
ぐ
た
め
、
今
後
道
路

沿
い
の
杉
等
の
伐
採
に
つ
い
て
、
山

林
所
有
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

２
月
14
日
の
大
雪
の
課
題
と

し
て
、
除
雪
、
搬
雪
体
制
を

ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
の
か
。

今
後
も
現
在
の
除
雪
体
制
の

も
と
、
い
か
に
早
期
に
除
雪

で
き
る
か
を
基
本
と
し
て
対
応
し
た

い
。

今
回
の
よ
う
な
大
雪
に
対
し

て
は
、
除
雪
だ
け
で
は
町
の

機
能
が
早
期
に
回
復
し
な
い
。
搬
雪

（
雪
捨
て
場
へ
搬
送
）
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。
雪
が
降
っ
て
か
ら
搬
雪
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、
各
地
区
に
雪

捨
て
場
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
と
思
う
が
。

雪
捨
て
場
の
確
保
も
課
題
と

考
え
る
。

防
災
行
政
無
線
情
報
は
有
効

に
機
能
し
た
の
か
。
町
民
か

ら
不
満
が
多
く
出
た
の
は
、
過
去
形

の
情
報
ば
か
り
が
伝
え
ら
れ
て
、
町

民
の
求
め
る
「
こ
れ
か
ら
何
を
ど
う

す
る
か
」
の
情
報
が
な
か
っ
た
。
災

害
時
に
お
け
る
情
報
提
供
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

除
雪
の
進
捗
状
況
や
通
行
の

可
否
に
つ
い
て
状
況
把
握
が

困
難
と
な
り
、
今
後
に
課
題
を
残
し

た
。

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
の
検
証

結
果
は
、
26
年
度
予
算
に
ど

の
よ
う
に
反
映
し
た
か
。

特
に
問
題
は
な
く
、
26
年
度

も
現
行
の
制
度
で
実
施
し
た

い
。

【
要
請
】
こ
れ
は
検
証
で
は
な
く
実
証

し
た
に
過
ぎ
な
い
。
再
考
す
べ
き
。

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

３
月
定
例
会　
新
年
度
予
算
可
決  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

一
いっぱんしつもん
般質問をする上

うえ
でのきまりごと

一
いっぱんしつもん
般質問は事

じぜん
前に出された「一

いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」に沿

そ
って行

おこな
われ、その内

ないよう
容によって町

ちょうちょう
長・教

きょういくちょう
育長はじめ担

たんとう
当  課

かちょう
長が答

とうべん
弁します。質

しつもん
問の順

じゅんばん
番は通

つうこくしょ
告書の

提
ていしゅつじゅん
出順で、議

ぎいん
員１
ひとり
人あたりの持

も
ち時
じかん
間は質

しつもん
問・答

とうべん
弁を含

ふく
めて、皆

みなのまちぎかい
野町議会の場

ばあい
合、６０分

ぷん
です。
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４
月
か
ら
失
業
者
・
生
活
保

護
者
・
非
正
規
労
働
者
・
年

金
生
活
者
・
震
災
被
害
者
・
原
発
避

難
者
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
国
民
に

「
消
費
税
８
％
」
の
負
担
が
強
い
ら
れ

る
。
ま
た
、
自
治
体
に
と
っ
て
も
歳

出
に
お
い
て
消
費
税
負
担
分
が
増
え

る
こ
と
に
な
る
。

①
平
成
26
年
度
一
般
会
計
で
の
消
費

税
分
は
、
お
お
よ
そ
ど
の
く
ら
い

を
試
算
し
て
い
る
の
か
。

②
幼
稚
園
費
、
給
食
費
、
各
種
使
用

料
等
、
消
費
税
増
税
分
を
町
民
や

保
護
者
に
転
嫁
し
な
い
た
め
の
対

応
に
つ
い
て
。

③
来
年
10
月
か
ら
、
さ
ら
に
消
費
税

10
％
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。「
消
費

税
」
に
対
す
る
町
長
と
し
て
の
基

本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
。

①
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度

一
般
会
計
の
歳
出
予
算
に
か

か
る
消
費
税
の
対
象
と
な
る
総
額
は
、

約
９
億
４
６
８
１
万
円
と
試
算
し
て

い
る
。
消
費
税
８
％
の
場
合
、
約
７

５
７
４
万
円
の
負
担
と
な
る
。

　

②
に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
の

消
費
税
３
％
の
増
税
分
に
つ
い
て
は

転
嫁
せ
ず
、
す
べ
て
据
え
置
き
と
し

た
い
。

　

③
に
つ
い
て
、
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、

広
く
国
民
が
負
担
す
る
安
定
財
源
と

し
て
の
消
費
税
増
税
は
必
要
と
考
え

て
い
る
。

【
要
望
】
来
年
10
月
か
ら
、
さ
ら
に
消

費
税
10
％
増
税
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
町
民
や
保
護
者
へ

消
費
税
増
税
分
を
転
嫁
し
な
い
よ
う

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

内う
ち
か
い
か
つ
お

海
勝
男 

議
員
が
問
う

消
費
税
増
税
、
町
の
対
応
に
つ
い
て

皆
野
駅
周
辺
の
除
雪
に
つ
い
て

皆
野
駅
の
周
辺
道
路
は
県
道

と
町
道
な
ど
が
混
在
し
て
い

る
。
駅
正
面
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
は

県
道
で
あ
る
が
、
市
街
地
部
の
枝
道

の
た
め
か
、
毎
度
除
雪
が
遅
く
な
る
。

駅
の
公
共
性
を
考
え
る
と
真
っ
先
に

除
雪
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、「
県
道
は
県

が
除
雪
」
と
い
う
原
則
の
た
め
、
町

は
全
く
手
出
し
を
し
な
い
。
こ
の
際
、

駅
と
い
う
公
共
性
を
鑑
み
、
県
と
協

議
し
て
皆
野
駅
周
辺
の
除
雪
を
原
則

か
ら
外
し
て
、
町
で
迅
速
に
行
え
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

駅
前
道
路
の
早
期
の
除
雪
が

で
き
る
よ
う
県
と
協
力
し
、

対
応
し
た
い
。
県
の
ほ
う
か
ら
も
力

を
尽
く
す
旨
の
話
を
聞
い
て
い
る
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
除
雪
に
つ
い
て

今
回
の
雪
で
は
ヘ
リ
の
搬
送

の
遅
れ
で
亡
く
な
っ
た
方
が

出
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
情
報

に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
た
の
か
。

金
崎
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
除
雪
は
ど
う

な
っ
て
い
た
の
か
。

搬
送
が
遅

れ
死
亡
者

が
出
た
件
の
情
報

は
町
は
も
ら
っ
て

い
な
い
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
除
雪
は
17

日
午
前
中
に
着
手
し
、
昼
ま
で
に
は

完
了
し
た
。

14
〜
15
日
の
町
長
の
動
静
に
つ

い
て

雪
の
降
っ
た
14
日
は
「
帰
宅

せ
ず
に
待
機
し
て
い
た
」
と

聞
い
て
い
た
が
、
15
日
の
朝
一
番
の

感
想
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

14
日
は
雪
も
激
し
か
っ
た
が

帰
宅
し
て
い
る
。
翌
朝
は
腰

く
ら
い
ま
で
の
積
雪
で
あ
り
、
１
日

か
け
て
自
宅
周
辺
等
の
雪
か
き
を

行
っ
た
。
16
日（
日
曜
日
）
は
、
自
宅

を
９
時
過
ぎ
に
出
て
４
時
間
余
り
か

け
て
登
庁
し
た
。

町に聞きました「 一 般 質 問 」

安
全
安
心  

町
民
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て

林は
や
し　

豊ゆ
た
か 

議
員
が
問
う

一
いっぱんしつもん
般質問をする上

うえ
でのきまりごと

一
いっぱんしつもん
般質問は事

じぜん
前に出された「一

いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」に沿

そ
って行

おこな
われ、その内

ないよう
容によって町

ちょうちょう
長・教

きょういくちょう
育長はじめ担

たんとう
当  課

かちょう
長が答

とうべん
弁します。質

しつもん
問の順

じゅんばん
番は通

つうこくしょ
告書の

提
ていしゅつじゅん
出順で、議

ぎいん
員１
ひとり
人あたりの持

も
ち時
じかん
間は質

しつもん
問・答

とうべん
弁を含

ふく
めて、皆

みなのまちぎかい
野町議会の場

ばあい
合、６０分

ぷん
です。
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ご意見
募集します！

議会事務局へ
　　ファックス
　　　　　または

　　メールにて

gikai@town.minano.saitama.jp
0494-62-2791

編集後記

平
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３
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定
例
会

2014
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５
月
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町民の皆様より、議会
だよりに関するご意見
を募集いたします。
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次の定例会は
６月中旬頃に
 開催される予定です。 み～な

FAX

メール

傍聴、お待ちしています

２月の大雪は当町にも大変な被害をもたらしました。改
めて、被害に遭われた皆様にお見舞い申し上げます。
さて、その後の３月議会は各議員から大雪対策について、
さまざまな質問が出されました。これまでに経験したこ
とのない状況に対して、しっかりと検証し、これからの
備えに生かしていただきたいと思います。今回の紙面か
ら編集委員の交代がありました。これからは新メンバー
で「議会だより」を通じて皆野町議会がより身近になる
よう努力してまいりたいと思います。（Ｔ・Ｔ）

議会構成が変わりました

委員長 　林 　　豊　副委員長   若林 光雄
委　員　大澤 径子・大野 喜明・新井 達男・常山 知子

総務課・町民生活課・健康福祉課・税務課・会計課・教育委員会の
所管に属する事項及び委員会の所属に属さない事項を担当します。

議員は、必ず常任委員会に所属することになっています。常任委員会の
ほかにもさまざまな委員会や一部事務組合議会議員も兼任しています。

総務教育厚生 常任委員会（6名）

※ 議会だより編集委員会の構成は左下枠内をご覧ください。

委員長 　大澤 金作　副委員長   宮前　 司
委　員　内海 勝男・四方田 実・新井 康夫・小杉 修一

産業観光課・建設課の所管に属する事項を担当します。
産業建設 常任委員会（6名）

　委員長 常山知子　副委員長 内海勝男
　委　員 林　 豊・新井達男・大澤金作・小杉修一

議会だより編集委員会 「今号より、私たちが編集します！」

皆野・長瀞上下水道組合議会議員
　　若林 光雄・常山 知子・宮前 　司・小杉 修一

秩父広域市町村圏組合議会議員
　　大澤 径子・大野 喜明

　平成26年３月定例会に
おきまして、多くの議員諸
兄のご推薦をいただき、議
長の職を拝命いたしました。
　もとよりその器ではありま
せんが、誠心誠意、公平公
正を心がけ、職務を進めて
まいる所存です。どうぞよろ
しくお願い申し上げます。
　さて、２月の大雪におい
て大きな被害が発生しまし
たが、被災された方々には、
心よりお見舞い申し上げま
す。こうした異常気象に対し、
議会といたしましても、何ら
かの対応策を講ずる必要が
あるのではないかと思いま
す。皆様のご指導とご協力
をお願いいたします。

就任あいさつ

　四
皆野町議会議長
方田　実

議長に 四
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方田実
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議　副議長に 新
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井達男員
議

委員長 　内海 勝男　副委員長   大野 喜明
委　員　林 　　豊・大澤 径子・新井 達男・大澤 金作

議会 運営委員会（6名）




